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自動車運転に関する評価
自動車運転に必要な機能・能力の評価を行います。

安全な運転のための道具の紹介と指導
運動機能や能力に応じた関連機器の紹介や安全運転を
行うための注意点を説明します。

障害者の方の自動車運転再開までの一般的な流れ

自動車運転に対するリハビリ

運転席への乗り移り、運転中の安定した
座位、ハンドル・アクセル・ブレーキ操作
に必要な力を評価します。

判断や注意力等の複雑な脳機能、視野や
標識の認識などが問題ないか確認します。

運転再開に必要な身体の動きの面のリハビリや判断力や注意力等の脳機能のリハビリ、
ドライビングシミュレータによる習熟訓練を行います。

身体の動きの評価
理学療法士
作業療法士

脳機能の検査
作業療法士
言語聴覚士

ハンドルの補助装置 手動のアクセル・ブレーキ

運転再開の希望

免許センターにて適性相談または
臨時適性検査を受験

・主治医に相談
・各種評価（身体機能、高次脳機能など）

合　格 不合格

条件変更によっては
補助装置の検討

運転再開

運転免許の
取消・停止

3 年以内に
症状が改善

臨時適性検査の
再検査

運転可否は、公安委員会（免許センター）で
の臨時適性相談や臨時適性検査を受けて
判断されます。

当院では、患者さんの「運転したい！」という
思いを尊重しますが、危険を伴う行為である
ため、ご家族の意思を含め、医療関係者で
必要性を十分検討します。

評価の結果、法律上、運転再開が困難な場合
がありますので、ご了承ください。

病状によっては運転ができないことがあり
ます。
詳しくは、かかりつけ医にご相談ください。

※症状により、運転希望のある方皆さんに同じような介入ができない場合のあることをご承知おきください。




